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 「恥」という感情と「失敗」の分類
恥（Shame）は，自己に対する否定的な評価から生じる感情の一種である。そのう
ち，自らの失敗や欠点が他者に露呈することで生じる苦痛な感情は，特に「失敗に
伴う直接的な恥」と定義される。先行研究（Ferguson et al.,  2007）において，こ
の感情を引き起こす「失敗」は，以下の3つのカテゴリーに分類されている。
• 能力不足：スキル不足による課題遂行失敗
• 社会規範違反：場のルールや期待に反する行動
• モラル違反：道徳的価値や誠実さに反する行動
 問題意識
従来，恥の感情は自己防衛的な回避的行動を誘発すると考えられてきた（Lewis,  
1971）。しかし近年の研究では，失敗を糧に行動改善を試みる「建設的行動」を
促進する機能も指摘されている（Tek et al.,  2018）。このように，失敗後に「回
避」と「建設」のいずれが選択されるか，その分岐を左右する規定因については，
いまだ十分な解明がなされていない。
 「受容」という心理的対処
• 受容の定義：生じたネガティブな体験を否定せず，事実としてありのままに認

める心理的態度
• 関連研究：「後悔」の研究において，経験を将来の行動改善へ繋げるための鍵

が「受容」であることが分かっている（上市,  2022）。
• 本研究の仮説：恥の経験においても，受容が「回避」と「建設」の行動分岐を

規定する。
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主要な知見：
• 能力不足とモラル違反の失敗に伴う直接的な恥は回避的行動に正の影響を与えている。
• 心理的対処としての「受容」を媒介することで，建設的行動に影響を与える経路が確

認された。
• 状況要因は恥の強度には影響を与えていたものの，恥から行動へのプロセスを調整す

る有意な効果は認められなかった。
• 個人差要因としての保守主義は，すべての場面で恥を一貫して強めていた。

考察・まとめ：

 失敗に伴う恥の経験後の行動選択（回避的行動
vs. 建設的行動）における「受容」の機能を以下
の多角的な視点から検証する。

1. 失敗の性質による検討：
能力不足・社会規範違反・モラル違反の3領域で検
証。
2. 状況要因の制御：
「目撃者数（多 vs. 少）」および「FB情報の具体性
（具体的 vs. 抽象的）」が恥の強度と受容に与える
影響を検討。
3. 個人差要因の検討：
Schwartz（1992）の価値観4因子（自己高揚・自己
超越・保守主義・変化への開放性）が心理プロセス
に及ぼす影響を検討。
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 研究参加者：大学生・大学院生172名（男性103名，女性68名，その他1名）。
 研究方法：Google Formsを用いたWeb調査を実施。
 手法：3種類の失敗場面（能力不足，社会規範違反，モラル違反）について，状況

要因を組み合わせた計12の架空シナリオを作成し，参加者にランダム順で提示した。
 状況要因の操作：①フィードバックの具体性：具体的な改善策を含む「高具体

性」と，抽象的な評価のみの「低具体性」を設定した。②目撃者数：失敗が多人数
に露呈する「多」条件と，少人数に留まる「少」条件を設定した。

参考文献：
•
•

•

日本心理学会第90回大会 2026/09/04 9:20－11:00  1A-021-PC

フィードバック（FB)目撃者数

具体的アドバイスあり多い（40－50名）

 シナリオ設定の例（能力不足）

「プレゼンがうまくいかず，大勢の前で緊張し，拙さが際
立った。その後，先生から具体的な改善案をもらった。」

 測定項目（5段階）
• 恥の程度
• 出来事の受容度（例：「その出来事が起こったと

いう現実を素直に受け入れられる」）
• 回避的行動意図（例：対面授業を避ける）
• 建設的行動意図（例：プレゼン技術を磨く）
• 価値観の4因子17項目（Schwartz, 1992)

図 1 能力不足による失敗に関するパス解析結果

図 2 社会規範違反による失敗に関するパス解析結果

図 3 モラル違反による失敗に関するパス解析結果

恥の感情自体は回避・建設の両面を促す性質を持つが，その方向性は
出来事に対する「受容」の有無によって規定される。これは後悔の研
究（上市,  2022）と同様，ネガティブな感情を適応的行動へと転換さ
せるプロセスにおいて，自身の失敗をありのままに認める内的プロセ
スが不可欠であることを示唆している。
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